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コミュニティ・スクール情報
～占冠中学校～地域とともに

　令和５年度がスタートして２学期を迎えました。今年の5月よりコロナ対策の緩和がなされ、コロナ禍
以前の生活が少しずつ戻ってきている状況です。いまだ新型コロナも第9波との報道を耳にしますが、本
校では滞りなく教育活動を継続することができています。
　１学期に実施した学校行事では、５月には３年生の修学旅行や小中合同運動会、６月には中体連球技大
会、７月には２年生の宿泊研修、１年生の炊事遠足などがありました。特に、小中合同運動会は、中央小
と一貫校になって初めての大きな合同行事となり、児童生徒が一体となって行事を創り上げる姿をお見せ
できました。また、たくさんの保護者の応援もあり、活気にあふれた運動会になりました。今年の運動会
を踏まえ、次年度に向けて課題を改善し、より良い行事になるよう中央小と連携していきます。
　また、地域支援ボランティアの方々のご協力により、家庭科での山菜教室や
美術科での陶芸教室など専門的な知識や技術をご教授いただいています。今年
度は３年生が９人ということで大所帯でしたが、対話的で深い学びにつなげる

ことができました。10月27（金）には、文化芸術鑑賞
として「サロンオーケストラ・エイト」が予定されてい
ます。文化的行事では、日々のさまざまな場面で地域の方々にお力添えを頂いてい
ることに対し、心から感謝いたします。
　夏休みの始めには、PTA活動として厚生部を中心に環境整備を行っていただきま

した。各学年の教室のワックス剝がし作業や、二線校舎の窓の清掃などを行いました。非常に多くの保護
者の皆さまに集まっていただきました。
　２学期の１番大きな学校行事として、９月９日(土)に学校祭を予定しています。すでに生徒は１学期後
半から合唱や学年創作発表に向けて主体的に準備活動を行っています。保護者はもちろん、より多くの方
に見ていただければと考えています。
　占冠の子どもたちは、地域の協力により他ではできないさまざまな体験をしています。その体験が「地
域の協力あってのもの」という感謝の気持ちを忘れずに、学校と地域が連携して、生徒にとって充実した
教育活動を推進していきたいと思います。

問　教育委員会学校教育担当　☎　56‐2182

救急出場状況
（７月分）

７ 月 計  　　21件( 16人）
累　　計　   115件(101人）
※（　）内は搬送人員

2023年9月号2023年9月号

野生動物対策の状況 問　農林課林業振興室
　野生鳥獣専門員
☎　56‐2174

エゾシカ ヒグマ

　シカの出産は年１回で、一度に産む子は１頭です。

野生で子ジカを２頭連れた雌ジカを見ることもあり

ますが、これは双子ではなく、少なくとも片方は別

の個体の子と考えられます。雌ジカはよその子にも

優しげですが、授乳は自分の子にだけといわれてお

り、なかなか世知辛いものです。実の母と死別、離

別した子ジカが他人や親族を頼ることがあるのでし

ょうが、実の母がいるのに、気安く他の雌ジカにす

り寄る子もいて、これまたシカの奥深さを感じます。

　７月末からデン

トコーン圃場への

侵入が始まり、所

によっては連日の

食害があります。

状況調査と捕獲努

力を続け、８月中に

圃場の箱わなで１頭の捕獲がありました。酪農学園

大学による電気柵の実証試験では、鉄壁かと思われ

た柵を突破され、ヒグマのすごさを改めて感じまし

た。試験は設備を改良しながら続行中です。

　トマム方面の市街地、観光施設周りの動きは落ち

着いてきましたが、双珠別の採草地では複数の個体

が高い頻度で現れており、警戒を続けています。

地域への感謝と連携の推進地域への感謝と連携の推進

９月 21日(木) ～９月 30 日(土) の10日間

秋の交通安全運動の実施秋の交通安全運動の実施 ～ 反射材  「ここにいるよ！」の メッセージ ～

纏
まとい
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問　富良野広域連合富良野消防署占冠支署
☎　56‐2119

こちら駐在所です 問　占冠駐在所
☎　56‐2110

①子どもと高齢者をはじめとする

　歩行者の安全確保

②夕暮れ時と夜間の歩行者事故等

　の防止および飲酒運転の根絶

③自転車の交通ルール遵守の徹底

④スピードダウンと全席シートベ

　ルトの着用

 《 運動重点 》 《 運動重点 》

無理な道路横断はやめ、横断歩道を利用しましょう。
外出する際は、明るい色の服を着たり、持ち物に反射材を付けましょう。

令和５年４月１日から、全ての自転車利用者に乗車用ヘルメットの着用が努
力義務化されていますので、ヘルメットを着用しましょう。

夕方から夜間にかけての歩行者や自転車の見落とし、発見遅れによる交通事故
を防ぐために、「スピードダウン」と「交差点等で安全確認」を徹底しましょう。

ドライバーの皆さんへドライバーの皆さんへ

歩行者の皆さんへ歩行者の皆さんへ

自転車利用の皆さんへ自転車利用の皆さんへ

お使いのガストーチバーナーは安全ですか？お使いのガストーチバーナーは安全ですか？
　消防庁では、自動車等、電気用品および燃焼機器に係る製品の不具合に
よって発生したと消防機関により判断された火災（製品火災）について、
発生件数や製品情報等を取りまとめています。
　令和４年中の製品火災件数は190件であり、燃焼機器が28件、そのうち
26件がガストーチバーナーによる火災でした。あぶり料理や炭の着火な
どに便利なガストーチバーナーですが、誤った使い方や過度の使用、過酷
な使い方をしてしまうと、器具の損傷やけが、火災など思わぬ事故の発生
につながる恐れがあります。

１．本体とボンベが正しくしっかりと固定されていることを確認する。

２．本体に変形やヒビ割れ等がないことを確認する。

３．ボンベは必ず指定されているものを使う。

４．ボンベを逆さま・斜め下方向にしてトーチを取り付けない。

　  また、逆さま・斜め下方向にして点火しない。

５．購入してから長期間経過している製品は使用しない。

 点火操作を行う前に以下の注意事項を必ず守りましょう！ 点火操作を行う前に以下の注意事項を必ず守りましょう！  

安全のため、使用前安全のため、使用前

に取扱説明書をに取扱説明書を

よく読み、 理解した上よく読み、 理解した上

で使用しましょう！で使用しましょう！

～CAUTION～

　７月の駆除は49頭

と例年並みでした。

８月も捕獲を続けて

いますが、暑さのた

め処理環境の維持に

は苦労しています。

中断しているシカ肉

勉強会は、涼しい時

期を待って再開した

いと思います。

授乳を狙う子ジカＡと、身を引

いて拒む雌ジカＢ。奥の子ジカ

Ｃが実子とみられる。付近には

Ａに授乳する「実母」もいた。

　 （中トマム　８月 13 日）

そのほか

　ふるさと祭りで「ひぐまテント」

を出展しました。たくさんのご来

場、ありがとうございました。

Ｂ

Ａ

Ｃ

交通事故　　　６件( ４人)
一般負傷　　　１件( １人）
急　　病　　　12件( 11人）
そ の 他 　  ２件( ０人)

 圃場から出る雄グマ 
　（中央 ８月 13 日）


